
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

喜多方市家庭教育支援チーム 

 （呼称：“もも”連携講座） 

 URL：https://k4kscmomo.wixsite.com/mysite 

 

②活動拠点 喜多方市中央公民館 

③活動範囲 喜多方市内全域 

④組織体制 

 

  10 人 

子育てサポーター１人、人権擁護委員１人、元民生委員 3 人 

主任児童委員 2 人、中学校 PTA2 人、公民館職員 1 人 

 

⑤活動開始年度 平成 22 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

喜多方市中央公民館 

（TEL）0241-24-4811   （E-mail）sya.cyuuou@city.kitakata.fukushima.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

子育てに関する託児付き（無料）の講座を年 2 回、親子で参加する事業を

年 2 回、保護者同士及び“もも”会員との交流（通称ももクラブ）を年 1 回、
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そして、対面や電話、メールでの相談事業を通年おこない、子育てのサポ

ートをしています。 

色々なところにコネクションを持つ、地域のおばちゃんというのが活動カラ

ーです。大きく目立たなくても、地域に継続していくことに活動の重点をおい

ています。 

 

↓7 月 22 日（土）「SNS の本当の怖さとは」 

子供がSNSに興味を持つ前に、保護者

が学んでおきたいことや、心配なことを

質問形式で学習した。 

 

 

 

 

↓11 月 18 日（土）「親子ミニ運動会」 

会員と一緒に、マイムマイムをしたり、

じゃんけん列車をして、負けたら後ろに

繋がっていく遊びを行った。 

 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

SNS や SDGｓなど聞いたことがある言葉だが、保護者自身が理解していな

ければ、子供にも教えられない内容がたくさんあり、講座で学んだことを意

識して前もって勉強しておくことの大事を知ることができた。 

親子でのふれあいを大切にし、子育ての不安を少しでも軽くする工夫を伝え

た。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


